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承認番号 17172 

課題名 膵体尾部癌に対する術前 EUS-FNAの術後経過への影響に関する研究 

研究期間 2017年 12月 1日 ～ 2018年 12月 31日 

研究の対象 2006年 1月から 2015年 12月までの間に、当院で根治切除術を行った膵体尾

部癌の患者さん 

利用する試料・情報

の種類 

 

 

■診療情報（詳細：診断名、年齢、性別、身体所見、施行治療内容、検査結果

（血液検査、病理組織検査）、術前 EUS-FNA施行の有無および内容（使用し

た針、針を刺した回数、診断、合併症の有無）手術内容（手術術式）、術後補

助化学療法（施行の有無および内容）、予後調査結果（再発なく生存されてい

る期間、全体の生存期間、再発の有無およびどのように再発したか）） 

□手術、検査等で採取した組織（対象臓器等名：        ） 

□血液 

□その他（ ） 

外部への試料・情報

提供 

□自施設のみで利用  

■多施設共同研究グループ内（提供先：手稲渓仁会病院）（提供方法：データセ

ンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行

います。対応表は、当センターの研究責任者が保管・管理します。） 

□その他（提供先：     ）（提供方法：      ） 

研究組織 手稲渓仁会病院 消化器内科 矢根 圭 

釧路労災病院 消化器内科 佐野 逸紀 

北海道大学病院 光学医療診療部/消化器内科 桒谷 将城  

NTT東日本札幌病院 消化器内科 小野寺 学 

帯広厚生病院 消化器内科 松本 隆祐 

札幌医科大学 腫瘍内科 吉田 真誠 

北見赤十字病院 消化器内科 江平 宣起 

斗南病院 消化器内科 庵原 秀之 

苫小牧市立病院 消化器内科 江藤 和範 

北海道医療センター 消化器内科 多谷 容子 

市立函館病院 消化器病センター 消化器内科 工藤 大樹 

王子総合病院 消化器内科 奥田 敏徳 

伊達赤十字病院 消化器科 久居 弘幸 

小樽市立病院 消化器内科 安達 雄哉 

旭川医科大学 消化器内科 後藤 拓磨 

研究の意義、目的 超音波内視鏡を用いた針生検（EUS-FNA）は高い診断能と安全性から、膵癌

に対する病理学的診断法として広く普及しています。一方で合併症として、頻

度は極めて稀とされるものの腹膜播種（針を刺した部分に癌がくっつく）が懸

念されており、また近年になり本邦を中心として膵体尾部癌に対する穿刺後の

胃壁内転移の報告が散見され、切除可能な膵体尾部癌の術前検査としての施行

については議論されています。過去の報告においては術前EUS-FNAの施行は

予後や再発に影響しないとされていますが、膵体尾部癌に限定した検討は少な

情報公開文書（複数施設研究用） 



く、また術後経過観察の方法や再発診断時の検査方法が明示されていないもの

も多いです。 

よって本研究では、膵体尾部癌に対する術前EUS-FNAの術後経過への影響を

検討することを目的としています。 

研究の方法 利用する試料・情報の種類に記載された臨床情報をカルテより確認させていた

だきます．多くの施設から臨床情報を集め統合し，手術前に EUS-FNAを行う

ことが，再発なく生存し続けることに関連があるのかないのか，を確認します．

また術前の EUS-FNAの施行と，胃壁への転移や全体の生存期間との関連も明

らかにします． 

その他  

お問い合わせ先 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障が

ない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出

下さい。個人情報が院外に出ることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

 旭川医科大学病院 消化器・血液腫瘍制御内科学分野 

  住 所：旭川市緑ヶ丘東 2条 1丁目 1番 1号 

  電 話：0166-68-2462 

  FAX   ：0166-68-2469 

 

研究責任者： 

 旭川医科大学病院 消化器・血液腫瘍制御内科学分野 助教 後藤拓磨 

 

研究代表者： 

 手稲渓仁会病院 消化器内科 主任医長 矢根 圭 

 


